
 

 

 

 

 

いざ、勝負の時！  
校長 加藤 英教  

 

通勤途中の見沼田んぼ一面に水が満ち、朝日に輝く水面に緑色の稲が顔を出し始め、日本の初夏ら

しい風景が広がるようになりました。田んぼを過ぎるさわやかな風を受けながら、「今日は雲がなく

気温が高くなりそうだ。」、「湿度が高くなったら熱中症が心配だ。」などと考えながら、私は毎朝

大原中学校に向かっています。 

 

さて、先日の全校朝礼では、明日３０日（土）から市内各所で開会する「さいたま市中学校総合体

育大会」に向けた、生徒会本部主催の壮行会が開催されました。生徒会長の激励、各部の部長の決意

表明があり、いずれの発表も、大会に向けた意気込みが伝わるとても素晴らしいものでした。さら

に、それぞれの発表に皆さんから温かい拍手が送られたことも、大変素敵なことだと思います。 

 

壮行会の中で、私は生徒の皆さんに次の３つのことを伝えました。 

（１）練習で出来たら本番も出来ると思うが、なぜか練習で１００％出来ることが本番では出来ない

ことがある。また、練習で出来ないことは本番では絶対に出来ない。だから、本番が始まる直前

までの入念な準備が最重要！そして、本番で出来なかったこそ、次は平常心で練習通りに。 

（２）会場にいる優秀な選手（チーム）を発見し、観察し、その選手（チーム）から学ぶ。なぜその

選手（チーム）が活躍出来るのか。そこには必ず理由があります。大会会場にはさいたま市のチ

ームが一堂に会します。優秀な選手（チーム）の準備、本番、そして本番後の様子をじっくり観

察し、優秀たる理由を見付け、自分に取り込み自分のものにしましょう！今回学んだことは、そ

の競技に限らず、これからのあなたの人生の他の場面でも必ず活かすことが出来るものになりま

す。 

（３）声を出す！優秀な選手（チーム）は、試合中はお互い声を掛け合い続け、試合以外の場面で

は、あいさつや応援で声を出すことを大事にしている。その理由は、声になった言葉には力があ

り、声を出すと自らの限界を超えることが出来る！ 

  

さあ、勝負の舞台は目の前。まもなく幕が開きます。上記（１）～（３）が、大会会場で少しでも役

立てば、校長として大変嬉しいです。 

学校では学ぶことが出来ない大切なことを学ぶこのチャンスを、しっかりと自分のものにしてきて

ください。特にこの大会が最後となる３年生には、入部から今日まで仲間や顧問の先生と汗を流しな

がら築いた様々な想いを胸に、精一杯頑張ってください。 

Do your very BEST! 
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